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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第１四半期
連結累計期間

第53期
第１四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 11,323,918 11,488,200 48,128,799

経常利益 (千円) 1,282,861 1,268,208 5,260,779

四半期(当期)純利益 (千円) 802,932 779,140 3,209,966

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 934,990 691,623 3,855,915

純資産額 (千円) 37,336,054 39,798,260 39,681,827

総資産額 (千円) 58,615,295 60,719,870 61,775,738

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.90 40.66 167.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.70 65.54 64.24

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当社は平成25年８月９日付で、公正取引委員会より下請代金支払遅延等防止法に基づく勧告を受けまし

た。これは、下請事業者各社との契約書に基づき実施していた値引（2,739万円）が、同法第４条第１項第３

号の規定に抵触するものであると判断されたものです。なお、当社は対象となった取引に関し、当四半期報

告書提出日までに、減額した代金の弁済を行っており、今後は再発防止策の徹底を図り、法令順守をより一

層充実させる所存であります。

　
上記を踏まえ、当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について、次の内容を追加いたしました。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

　
法的規制等について

当社グループは、事業運営において薬事法、建設業法、計量法、古物営業法、電気用品安全法、食品衛生法、

毒物及び劇物取締法、貨物利用運送事業法、倉庫業法、製造物責任法等関係諸法令により様々な法的規制等

の適用を受けております。そのため、これらの法的規制等が変更又は新設された場合や当社グループがこれ

らの法的規制等に抵触した場合、当社グループの事業運営や業績に影響を与える可能性があります。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  当社グループの報告セグメントは一つのため、セグメント別の記載はしておりません。

　
(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や円安進行に伴う企業業績改善へ

の期待感から株式市場が活況を見せ、実体経済としても５月機械受注統計の前月比二桁増加や、一部業界

での夏季賞与増加等、全体としての景況感は徐々に改善の兆しを見せてまいりました。一方で、為替や株

式市場の乱高下、中国経済の成長鈍化や原材料価格の上昇など、先行き不透明感はぬぐえず、予断を許さ

ない状況が続きました。

　
  当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、114億88百万円（前年同四半期比1.5％増）となりました。

  部門別状況は次のとおりであります。

  研究・産業機器部門につきましては、科学機器分野では、ライフサイエンス関連の分析機器等が牽引し

売上高は65億37百万円（前年同四半期比4.7％増）となりました。一方、産業機器分野では、スマートフォ

ン関連や自動車関連には動きが見られたものの、多くは景況改善が顕在化しておらず消耗品や汎用機器

を中心に動きが鈍く、売上高は22億89百万円（同2.6％減）となり、部門売上高合計は88億27百万円（同

2.7％増）となりました。

  病院・介護部門につきましては、下期にかけての引合案件は増えているものの、前年同四半期に病院の

耐震強化関連案件等比較的高額の取扱いが多かったことの反動もあり、当第１四半期の部門売上高は26
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億60百万円（同2.5％減）となりました。

　
販売費及び一般管理費につきましては、23億７百万円と前年同四半期に比し73百万円増加いたしまし

た。これは、主として当第１四半期連結累計期間においてカタログ発刊が集中し、前年同四半期に比し広

告宣伝費が１億16百万円増加したことによるものであります。具体的には、昨年度の「アスレ研究設備カ

タログ700号」のみの発刊に対し、今年度は「ナビス介護施設カタログ創刊号」、「亜速旺実験用機器・

耗材目録6000号（中文カタログ）」及び「サニーフーズ食品検査・衛生管理用品カタログ2013」の３種

を発刊し、製作ページ数・発行部数ともに大幅に増加いたしました。

  営業外損益につきましては、不動産賃貸料が７百万円増加した一方、不動産賃貸原価が５百万円減少し

たこと等により前年同四半期に比し18百万円改善しました。

　
この結果、営業利益は12億44百万円（前年同四半期比2.6％減）、経常利益は12億68百万円（同1.1％

減）、四半期純利益は７億79百万円（同3.0％減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、607億19百万円（前連結会計年度末比10億55百万円減）と

なりました。このうち流動資産は、431億97百万円（同17億49百万円減）となりました。これは、主として

有価証券の償還等により有価証券が９億97百万円減少したこと、現金及び預金が７億67百万円減少した

こと等によるものであります。固定資産は、175億22百万円（同６億93百万円増）となりました。これは、

主として債券の購入等により投資有価証券が８億20百万円増加したこと等によるものであります。

　
当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、209億21百万円（前連結会計年度末比11億72百万円減）と

なりました。このうち流動負債は、122億40百万円（同８億61百万円減）となりました。これは、主として

支払手形及び買掛金が４億99百万円減少したこと、未払法人税等が３億79百万円減少したこと等による

ものであります。固定負債は、86億81百万円（同３億10百万円減）となりました。これは、主として長期借

入金が２億96百万円減少したこと等によるものであります。

　
当第１四半期連結会計期間末の純資産は、397億98百万円（前連結会計年度末比１億16百万円増）とな

りました。これは、主として利益剰余金が２億４百万円増加した一方、その他の包括利益累計額が87百万

円減少したこと等によるものであります。

　
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間においては、新商品の開発を中心に研究開発活動のため５百万円を計上い

たしました。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,688,135 20,688,135
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 20,688,135 20,688,135― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

      該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

      該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ─ 20,688,135 ─ 5,075,000 ─ 5,469,500

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,524,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,045,200
　

190,452 ―

単元未満株式 普通株式 118,635
　

― ―

発行済株式総数 20,688,135 ― ―

総株主の議決権 ― 190,452 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,500株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数15個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アズワン株式会社

大阪市西区江戸堀
二丁目１－27

1,524,300― 1,524,300 7.37

計 ― 1,524,300― 1,524,300 7.37

(注)  上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が700株（議決権の数７

個）があります。なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めており

ます。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,305,022 19,537,172

受取手形及び売掛金 17,974,358 ※
 17,830,972

有価証券 1,491,241 493,691

たな卸資産 4,586,576 4,837,336

繰延税金資産 320,209 276,981

その他 295,821 247,488

貸倒引当金 △26,409 △26,342

流動資産合計 44,946,821 43,197,299

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,195,806 2,161,572

土地 3,434,558 3,434,558

その他（純額） 464,769 431,744

有形固定資産合計 6,095,133 6,027,874

無形固定資産 1,822,709 1,720,221

投資その他の資産

投資有価証券 3,774,449 4,594,795

繰延税金資産 57,075 135,116

投資不動産（純額） 4,513,551 4,476,969

その他 614,750 618,265

貸倒引当金 △48,753 △50,672

投資その他の資産合計 8,911,074 9,774,475

固定資産合計 16,828,917 17,522,571

資産合計 61,775,738 60,719,870

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,100,626 ※
 9,600,974

短期借入金 815,894 977,280

未払法人税等 828,619 449,466

賞与引当金 431,219 402,297

その他 925,612 810,253

流動負債合計 13,101,972 12,240,273

固定負債

長期借入金 8,075,000 7,778,586

繰延税金負債 3,858 3,847

退職給付引当金 16,652 17,268

役員退職慰労引当金 117,496 122,358

資産除去債務 415,504 417,437

その他 363,427 341,838

固定負債合計 8,991,938 8,681,336

負債合計 22,093,910 20,921,610
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,075,000 5,075,000

資本剰余金 5,469,500 5,469,500

利益剰余金 31,404,283 31,608,505

自己株式 △3,213,379 △3,213,651

株主資本合計 38,735,403 38,939,353

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 953,802 823,775

繰延ヘッジ損益 6,569 △1,720

為替換算調整勘定 △13,948 36,851

その他の包括利益累計額合計 946,423 858,907

純資産合計 39,681,827 39,798,260

負債純資産合計 61,775,738 60,719,870
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 11,323,918 11,488,200

売上原価 7,811,827 7,936,250

売上総利益 3,512,091 3,551,950

販売費及び一般管理費 2,234,527 2,307,880

営業利益 1,277,563 1,244,069

営業外収益

受取利息 22,638 21,817

受取配当金 6,625 9,949

不動産賃貸料 62,878 70,186

その他 16,959 17,702

営業外収益合計 109,101 119,656

営業外費用

支払利息 30,104 28,217

不動産賃貸原価 70,064 64,733

その他 3,633 2,567

営業外費用合計 103,803 95,518

経常利益 1,282,861 1,268,208

特別損失

投資有価証券評価損 1,926 －

特別損失合計 1,926 －

税金等調整前四半期純利益 1,280,935 1,268,208

法人税、住民税及び事業税 256,993 446,932

法人税等調整額 221,009 42,135

法人税等合計 478,002 489,067

少数株主損益調整前四半期純利益 802,932 779,140

四半期純利益 802,932 779,140
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 802,932 779,140

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 134,362 △130,027

繰延ヘッジ損益 △27,437 △8,289

為替換算調整勘定 25,132 50,800

その他の包括利益合計 132,058 △87,516

四半期包括利益 934,990 691,623

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 934,990 691,623

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

アズワン株式会社(E02835)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  ※  四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連結

会計期間末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 ― 788,344千円

支払手形 ― 167,615

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 232,178千円 243,403千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 479,101 25平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 574,918 30平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

(注)  １株当たり配当額には、設立50周年及び創業80周年記念配当５円を含んでおります。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

  報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。 

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

  報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 41円90銭 40円66銭

  (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 802,932 779,140

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 802,932 779,140

普通株式の期中平均株式数(株) 19,164,069 19,163,876

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

ア  ズ  ワ  ン  株  式  会  社

取  締  役  会    御  中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    田    敏    宏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    岡    義    則    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアズ
ワン株式会社の平成25年４月１日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成
25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アズワン株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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